
○大分市歴史資料館条例施行規則 

昭和６２年２月２０日 

教育委員会規則第２号 

改正 平成２年３月２２日教委規則第４号 

平成５年３月２５日教委規則第３号 

平成１１年３月２５日教委規則第４号 

平成１３年３月２７日教委規則第１５号 

平成１９年１月２４日教委規則第１号 

平成２５年３月２６日教委規則第４号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、大分市歴史資料館条例（昭和６１年大分市条例第４６号。
以下「条例」という。）の施行に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（観覧券の交付） 

第２条 教育委員会は、観覧料を納めた者（教育委員会の指定する旅行業者等
の発行する観光券又は利用券等を差し出した者を含む。）に、観覧券（様式

第１号）を交付するものとする。 

（平２教委規則４・一部改正） 

（使用の申請） 

第３条 大分市歴史資料館（以下「資料館」という。）の講座室及び大分市埋
蔵文化財保存活用センター（以下「センター」という。）の体験講座室（以



下「講座室等」という。）を使用しようとする者は、大分市歴史資料館講座

室・体験講座室使用許可申請書（様式第２号）を教育委員会に提出しなけれ

ばならない。 

（平２５教委規則４・一部改正） 

（使用の許可） 

第４条 教育委員会は、前条の申請者に対し使用の許可をしたときは、大分市
歴史資料館講座室・体験講座室使用許可書（様式第３号）を交付するものと

する。 

（平２５教委規則４・一部改正） 

（観覧料の減免） 

第５条 条例第６条の規定に基づく観覧料の減免は、次の各号に定めるところ
による。 

(1) 常設展示の減免対象者及びその減免額は、次のとおりとする。 

ア 障害者（療育手帳制度について（昭和４８年９月２７日厚生省発児第
１５６号）に規定する療育手帳、身体障害者福祉法（昭和２４年法律第

２８３号）に規定する身体障害者手帳又は精神保健及び精神障害者福祉

に関する法律（昭和２５年法律第１２３号）に規定する精神障害者保健

福祉手帳（以下これらを「手帳」と総称する。）の交付を受けた者をい

う。以下同じ。） 全額 

イ 障害者が入館する際の介護人のうち１人（当該障害者の障害の状態に



より介護人１人では障害者の観覧が困難であると認められる場合は、必

要と認められる人数） 全額 

ウ その他教育長が特に必要と認める者 教育長が必要と認める額 

(2) 特別展示の減免対象者及びその減免額は、その都度教育長が定める。 

（平１１教委規則４・平１３教委規則１５・一部改正） 

（使用料の減免） 

第６条 条例第６条の規定に基づき、講座室等の使用料（以下「使用料」とい
う。）を減免する場合及びその減免額は、次の各号に定めるところによる。 

(1) 市が主催又は共催する行事のため使用する場合 全額 

(2) 国、公共団体又は公共的団体において、公用若しくは公共用又は公益事
業の用に供するために使用する場合 全額 

(3) その他教育長が特に減免すべき理由があると認める場合 教育長が必
要と認める額 

（平２５教委規則４・一部改正） 

（観覧料等の減免申請） 

第７条 観覧料又は使用料の減免を受けようとする者は、大分市歴史資料館観
覧料減免申請書（様式第４号）又は大分市歴史資料館講座室・体験講座室使

用料減免申請書（様式第５号）を教育長に提出しなければならない。 

２ 第５条第１号ア及びイに規定する者の観覧料の減免申請については、前項
の規定にかかわらず、手帳の提示をもってこれに代えることができる。 



３ 教育長は、前項の場合を除き、観覧料又は使用料を減免したときは、大分
市歴史資料館観覧料減免通知書（様式第６号）又は大分市歴史資料館講座室・

体験講座室使用料減免通知書（様式第７号）により申請者に通知するものと

する。 

（平１１教委規則４・平２５教委規則４・一部改正） 

（使用料の返還） 

第８条 条例第７条ただし書の規定により使用料を返還することができる場合
及びその額は次のとおりとする。 

(1) 天災地変及び条例第９条の規定により使用の許可を取り消したときそ
の他講座室等を使用しようとする者の責に帰すことができない理由により

使用できなくなった場合全額 

(2) その他教育長が特別の理由があると認める場合 教育長が必要と認め
る額 

２ 前項の規定により使用料の返還を受けようとする者は、大分市歴史資料館
講座室・体験講座室使用料返還申請書（様式第８号）を教育長に提出しなけ

ればならない。 

（平２５教委規則４・一部改正） 

（特別利用の承認申請等） 

第９条 歴史資料、考古資料、民俗資料等（以下「歴史資料等」という。）の
模写、模造、撮影等（以下「特別利用」という。）をしようとする者は、大



分市歴史資料館歴史資料等特別利用承認申請書（様式第９号）を教育委員会

に提出しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の申請を承認したときは、大分市歴史資料館歴史資料
等特別利用承認書（様式第１０号）を申請者に交付するものとする。 

（特別利用の制限） 

第１０条 教育委員会は、次の各号の一に該当する場合は、特別利用を承認し
ない。 

(1) 歴史資料等の保存に影響を及ぼすおそれがあると認める場合 

(2) 寄託を受けた歴史資料等で寄託者の同意を得ていない場合 

(3) その他教育委員会が特別利用をすることを不適当と認める場合 

２ 特別利用による歴史資料等の館外貸出しは、承認しない。ただし、教育委
員会が特別の理由があると認めるときは、この限りでない。 

（入館者の遵守事項） 

第１１条 入館者は、次の事項を守らなければならない。 

(1) 所定の場所以外で飲食し、喫煙し、又は火気を使用しないこと。 

(2) 他人に迷惑を及ぼし、又はそのおそれのある行為をしないこと。 

(3) その他職員の指示する事項 

（き損滅失届） 

第１２条 条例第１２条の規定により建物等のき損等の届出をしようとする入
館者は、き損（滅失）届（様式第１１号）を教育委員会に提出しなければな



らない。 

（平１３教委規則１５・全改） 

（開館時間） 

第１３条 資料館及びセンターの開館時間は、午前９時から午後５時までとす
る。ただし、入館は午後４時３０分までとする。 

２ 前項の規定にかかわらず教育委員会が特に必要と認めるときは、これを変
更することができる。 

（平２５教委規則４・一部改正） 

（休館日） 

第１４条 資料館及びセンターの休館日は、次のとおりとする。ただし、教育
委員会が特に必要と認めるときは、休館日を変更し、又は臨時に休館日を定

めることができる。 

(1) 毎月の第１月曜日の翌日及び当該月曜日以外の月曜日。ただし、その日
が休日（国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定す

る休日をいう。以下同じ。）に当たるときは、その日後においてその日に

最も近い休日でない日とする。 

(2) 休日の翌日。ただし、その日が土曜日又は日曜日に当たるときを除く。 
(3) １２月２８日から翌年１月４日まで 

（平１９教委規則１・平２５教委規則４・一部改正） 

（委任） 



第１５条 この規則に定めるもののほか必要な事項は、教育委員会が別に定め
る。 

附 則 

この規則は、昭和６２年４月１５日から施行する。 

附 則（平成２年教委規則第４号） 

この規則は、平成２年４月１日から施行する。 

附 則（平成５年教委規則第３号） 

この規則は、平成５年４月１日から施行する。 

附 則（平成１１年教委規則第４号） 

この規則は、平成１１年４月１日から施行する。 

附 則（平成１３年教委規則第１５号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成１３年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際改正前の様式第４号から様式第６号まで、様式第８号、
様式第９号及び様式第１１号の規定による用紙で現に残存するものは、所要

の修正を加え、なお使用することができる。 

附 則（平成１９年教委規則第１号） 

この規則は、平成１９年４月１日から施行する。 

附 則（平成２５年教委規則第４号） 



この規則は、平成２５年４月１日から施行する。 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



様式第１号 

様式第２号 

（平５教委規則３・平２５教委規則４・一部改正） 

様式第３号 

（平２５教委規則４・一部改正） 

様式第４号 

（平１３教委規則１５・一部改正） 

様式第５号 

（平１３教委規則１５・平２５教委規則４・一部改正） 

様式第６号 

（平１３教委規則１５・一部改正） 

様式第７号 

（平２５教委規則４・一部改正） 

様式第８号 

（平１３教委規則１５・平２５教委規則４・一部改正） 

様式第９号 

（平１３教委規則１５・一部改正） 

様式第１０号 

様式第１１号 

（平１３教委規則１５・一部改正） 



 


